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B．特別槻測
　i）月明中に於ける黄道光特加襯測：1940年．五月18日（月齢12日）月出後約
5時間30分後の20時30分一21時に掛けて月明中の黄道：光特別観測を行った．非
常に困難ではあったが，中心線附近の光輝三等に於て，干・常の牛ばは観測する
ことが出來た。此の種の胡弓は黄道光の本質研究への學的三値は少いものであ
らうが，嘗て，我が本田貴氏が1936年北海道日食に於て皆既食中に於ける黄道
光を槍出せられ，皆既日食中に於ける黄道光の観測に大成功を牧められし事を
思はS’，吾々も叉，此の種の槻測によって，熟練に努め，以て観測技術の向上
をはかるべきではなからうか。
　ii）1940年十月1日南米及アフリカ方面皆既日食：當時に於ける観測日食當
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日の黄道光は天候悪く，十分なるものを得ることは出來なかった．（2日土魂1枚
を得たのみ）：しかし1日～2日に1ユ｝けて時々來る晴間より封日照の連績寄島を
行った．此の蓮績齪測（憂動の襯測）の一一一・法として，判日照附近の小型星圓を
多数用意して，数分間ごとの治績槻測を試みた．（悪天の爲に計書通りの槻測は
出來なかった．當夜，6枚を得たのみ）尚，此の短蒔間蓮績槻測は協同同時観
測など行へば興味あるものであらう．（光象の長時凝覗より短時間間隔記録の方
が有効である）．
　iii）月の散光現象襯測：1939年七月23日，1940年：八月22日，同23日，九月
21日，十二月2日（未獲表），以上5回の槻測記録を得，此の観測の大艦の状湿は
〔天界238號工31頁，黄道光月々報〕に記載された如くである．第5圖の如く水
4線より垂直に立昇る黄道光状の第1光象部と，同光象部外側に黄道（又は白
道）：方面に延びる微光なる第2光象部とに分ることが出來る．樹此の観測は相
當回数に行ったのであるが，天候其の他の都合で槻測記録を得たのは上記の5
回のみであった．特に〔第5圃〕1940年八月22日の観測は典型的なものであっ
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た．官職の月の散光現象観測中，興味ある現象を槻ることが出來た．これは地
球物理回者や氣象痴者等から漏れば理論的にも問題でなV・かはしれぬが，忠實
なる一槻測者の見たまNとして記したV・，それは太陰の出現前にあたりて，ほと
んど快晴であった室に突然，中層雲歌の雲が獲生し，波歌を呈しながら，且，放
射状を呈し太陰の方向に向って整列する三態は二二であった．これ大氣の潮汐
現象か！！大なる質量と粘着力を有する海水の大潮汐現象を我々は見る～二とが
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出來る．大門はどうか？　此の現象を槻測して色kの意味で實に興味深く感じ
た．大氣物理學的にみて何等根嫁なきものであらうが正Yc　interesting　pheno・
menonでではある．伺此の現象の氣選歌態から氣付いたことは，一般に低氣
墜通過後叉，冬型の氣墜配置による北面氣流等の即き強氣流が流行せる謝よ，
現象はぽとんど槻られなかった．これに反し春季夏季等の如く高氣堅の勢力が
内地一帯を，ゆるやかに覆ってみる場合特に顯著であった．
　　　　　　　　　　　　　　附　　　言
　近時，太陽物理學の進歩に件ぴ黄道光研究の意義深きものがあります、太陽
コロナは太陽現象中，最も地球に近きものであり，その地球への影響は太陽黒
黙同様（黒黙とコロナの深V・關係を思ふとき）大きなものがありませう．更に
そのコロナの延長であると云はれる黄道光こそ地球への影響更に大なるものが
ありませう．吾々の便命，重且大なるを痛感いたすものであります．私の東伊
豆在所中の観測は微かなものではありますが，當時太陽黒鮎最盛期でもあり，
叉一般に槻測点も減少して居り，私の上記の拙い襯測が，將來微かでも黄道光究
明への一点料となり得ますれば最上の光榮といたすものであります．今回は襯
測総括及び特別槻測の大要を報告いたした次第であります．尚，詳細な観測記
録及び當時の雨湿槻測をいたしてありますので，整理の上，興味ある結果が出ま
すれば，後日，本誌に獲表させて頂きたいと思って居ります．此の観測期間中種
々御指導御鞭縫を賜った山本一清博士，並びに瀬戸観測所の本田實氏に劃し深
厚なる感謝と御回を巾上げます．尚叉槻測地にあって御便宣をはかられし片瀬
製品所（現日本温熱利用製整一飛Dの諸氏に鋭し御話申上げます．（1940．7．25）
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